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 日
に

本
ほん

のミニチュア力
りょく

c o n t e n t s

日本語で「日本」を表す時の音「にっぽん
（nippon）」をもとに名づけられた「にぽにか
（niponica）」は、現代日本の社会、文化を広
く世界に紹介するカルチャー・マガジンです。
日本語版の他に、英語、スペイン語、フランス
語、中国語、ロシア語、アラビア語の全7カ国
語版で刊行されています。
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左／3月3日に、女の子がいる家で小さな人形を
飾って祝うひな祭り。
静岡県の一地方では、布人形「吊るし雛」が華
を添える（写真＝アフロ）

俳
はい

句
く

や盆
ぼん

栽
さい

、トランジスタラジオの例
れい

を挙
あ

げるまでもなく、日
に

本
ほん

には、世
せ

界
かい

を小
ちい

さく
凝
ぎょう

縮
しゅく

させることに長
た

けた、ミニチュア文
ぶん

化
か

の歴
れき

史
し

がある。縮
しゅく

小
しょう

への美
び

意
い

識
しき

と技
ぎ

巧
こう

が生
う

んだ、
伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

や工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

、玩
がん

具
ぐ

などに見
み

る、日
に

本
ほん

の小
ちい

さくて、可
か わ い

愛くて、スゴイものたち。

©タナカカツキ/KITAN CLUB

表紙・左／コップに
ひっかけて楽しむ
小さなフィギュア。
約５㎝（21頁に関連記事）
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武士が持つ刀（写真下）にはめ
込まれている鍔の両面にも、マ
ツやツルが描かれた小さな世界
が存在している 「桜紅葉蒔絵脇
指拵」 19世紀末　6.2×6.9㎝
（所蔵＝根津美術館）

武
ぶ

具
ぐ

を彩
いろど

る
典
てん

雅
が

な装
そう

飾
しょく

華
か

麗
れい

で繊
せん

細
さい

、
日

に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

細
さい

密
みつ

工
こう

芸
げい

武
ぶ

具
ぐ

から庶
しょ

民
みん

の装
そう

身
しん

具
ぐ

、
海
かい

外
がい

に輸
ゆ

出
しゅつ

された芸
げい

術
じゅつ

品
ひん

に至
いた

るまで。
当
とう

代
だい

随
ずい

一
いち

の技
わざ

が競
きそ

って練
ね

り上
あ

げた、
きらびやかな細

さい

密
みつ

工
こう

芸
げい

の世
せ

界
かい

を、
専
せん

門
もん

家
か

が解
と

き明
あ

かす。

日
に

本
ほん

美
び

術
じゅつ

の歴
れき

史
し

をさかのぼると、古
こ

代
だい

の漆
しつ

芸
げい

や金
きん

工
こう

な
どに細

さい

密
みつ

な技
ぎ

術
じゅつ

をほどこした名
めい

品
ひん

を目
め

にすることができ
ます。ただし、当

とう

初
しょ

は神
しん

仏
ぶつ

に捧
ささ

げる法
ほう

具
ぐ

や貴
き

族
ぞく

の贅
ぜい

沢
たく

品
ひん

といったひと握
にぎ

りの権
けん

力
りょく

者
しゃ

に許
ゆる

された限
げん

定
てい

的
てき

な文
ぶん

化
か

でし
た。精

せい

緻
ち

を競
きそ

って磨
みが

いた技
わざ

の成
せい

果
か

を庶
しょ

民
みん

が享
きょう

受
じゅ

し、工
こう

芸
げい

のすそ野
の

が多
た

彩
さい

な広
ひろ

がりを見
み

せたのは、町
ちょう

人
にん

文
ぶん

化
か

が花
はな

開
ひら

いた江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

（1603～1867）になってからのことです。
江
え

戸
ど

の細
さい

密
みつ

工
こう

芸
げい

といえば、武
ぶ

士
し

の刀
とう

装
そう

具
ぐ

がまずは挙
あ

げ

談話●黒川廣子

生き物や物語のキャラクターを
かたどった、ユーモラスな根付
1. 両手で下駄を押さえる雷神
「雷電」象牙彫り　高5㎝
2. 精巧に象嵌された目をはじめ
細部を克明に写したカエル　
「干し柿に蛙」亮長作　ツゲ彫
り　高3㎝
3. 江戸っ子が珍重したカツオの
初物も根付に　「牙彫初鰹根付」
光廣作　象牙彫り　径4.1㎝
4. 前足を持ち上げた愛らしいポ
ーズの小イヌ　「小犬」亮長作   
木彫り　長3.5㎝
5. ナシの皮やハチのリアルな質
感に目を見張る　「梨に蜂」江
月作　木彫り　高4.9㎝
6. 目を光らせ2頭の子どもを守
る母トラ 「親子虎」白龍作　象
牙彫り　長3.5㎝
7. 寒さに羽毛をふくらませる姿
がよくモチーフとされたスズメ 
「福良雀」 漆塗り  長4㎝
8. 長寿の象徴モモを持つサル   
「猿」豊昌作　木彫り　高3.7㎝

全て日本根付研究会編『根付―
凝縮された江戸文化』（美術出
版社、2005年）より転載

凝
ぎょう

縮
しゅく

された

られます。先
さき

の戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

から受
う

け継
つ

いだ、武
ぶ

士
し

の象
しょう

徴
ちょう

で
ある刀

かたな

を飾
かざ

るという習
しゅう

慣
かん

が、泰
たい

平
へい

の世
よ

の中
なか

で細
こま

かく技
わざ

を
凝
こ

らす方
ほう

向
こう

へと加
か

速
そく

していきました。その一
いち

例
れい

に、刀
かたな

の
柄
え

を握
にぎ

る手
て

を防
ぼう

御
ぎょ

するための「鍔
つば

」があります。直
ちょっ

径
けい

７
㎝前

ぜん

後
ご

の金
きん

属
ぞく

板
ばん

の表
ひょう

裏
り

に花
か

鳥
ちょう

風
ふう

月
げつ

が細
こま

かに刻
きざ

まれ、密
ひそ

やかな世
せ

界
かい

をつくりあげている様
さま

は見
み

事
ごと

です。

ファッションが育
そだ

てた技
わざ

また、着
き

物
もの

文
ぶん

化
か

が細
さい

密
みつ

工
こう

芸
げい

を育
そだ

てたとい
う側

そく

面
めん

も否
ひ

定
てい

できません。ラインが縦
たて

に長
なが

く、文
もん

様
よう

そのものを観
かん

賞
しょう

する着
き

物
もの

ファッシ
ョンでは、宝

ほう

石
せき

を中
ちゅう

心
しん

としたネックレスや
イヤリングが似

に

合
あ

いにくい。そこで、女
じょ

性
せい

のまとめ髪
がみ

に挿
さ

す
かんざし

や、男
だん

性
せい

の刀
とう

装
そう

具
ぐ

とい
った、いわば実

じつ

用
よう

を兼
か

ねた装
そう

飾
しょく

品
ひん

でお洒
しゃ

落
れ

をして楽
たの

しむ風
ふう

潮
ちょう

が生
う

まれたのです。
腰
こし

から下
さ

げる装
そう

身
しん

具
ぐ

「印
いん

籠
ろう

」はその代
だい

表
ひょう

格
かく

です。もともとは印
いん

鑑
かん

や薬
くすり

を入
い

れる容
よう

器
き

でしたが、武
ぶ

士
し

から始
はじ

まった流
りゅう

行
こう

が庶
しょ

民
みん

にまで浸
しん

透
とう

する頃
ころ

には単
たん

なるア
クセサリーと見

み

なされるようになっていました。一
いっ

般
ぱん

的
てき

なものは縦
たて

９㎝×横
よこ

６㎝ほどの長
ちょう

方
ほう

形
けい

で、容
よう

器
き

の外
そと

側
がわ

に
蒔
まき

絵
え

（漆
うるし

に金
きん

粉
ぷん

で描
えが

く技
ぎ

法
ほう

）や七
しっ

宝
ぽう

をはじめ複
ふく

数
すう

の技
ぎ

法
ほう

で絵
え

や文
もん

様
よう

が描
えが

かれます。自
し

然
ぜん

の風
ふう

物
ぶつ

やおめでたい文
もん

様
よう

、
おとぎ話

ばなし

などをモチーフとしており、描
か

き込
こ

まれた精
せい

緻
ち

江
え

戸
ど

のエスプリ

蒔絵と螺鈿（らでん）でツタを
描いた印籠。同じく蒔絵の丸い
根付が付いている　「蔦蒔絵印
籠」　6.8×4.9㎝ （所蔵＝国立歴
史民俗博物館）
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ーン、フィラデルフィアと、各
かっ

国
こく

で開
かい

催
さい

された万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

にも続
ぞく

々
ぞく

と日
に

本
ほん

の工
こう

芸
げい

品
ひん

が出
しゅっ

品
ぴん

され、大
だい

好
こう

評
ひょう

を博
はく

しま
した。
西
せい

洋
よう

の日
に

本
ほん

趣
しゅ

向
こう

は、やがて19世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

から20世
せい

紀
き

初
しょ

頭
とう

にかけて流
りゅう

行
こう

したジャポニスムにもつながっていきます。
浮
うき

世
よ

絵
え

が印
いん

象
しょう

派
は

の画
が

家
か

たちに大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えたことは
よく知

し

られていますが、工
こう

芸
げい

作
さく

品
ひん

などで色
いろ

の違
ちが

う金
きん

属
ぞく

を
組
く

み合
あ

わせて象
ぞう

嵌
がん

したり、昆
こん

虫
ちゅう

をモチーフに選
えら

んだりす
ることも、欧

おう

州
しゅう

の作
さっ

家
か

たちの目
め

にはとても斬
ざん

新
しん

と映
うつ

った
ようです。エミール・ガレ（1846～1904）やルネ・ラリ
ック（1860～1945）などアールヌーヴォーの作

さっ

家
か

の作
さく

品
ひん

に見
み

られる虫
むし

や鳥
とり

のモチーフなどもその好
こう

例
れい

といえるの
ではないでしょうか。これら自

し

然
ぜん

物
ぶつ

のモチーフのルーツ
には、平

へい

安
あん

時
じ

代
だい

（794～1192）頃
ごろ

から続
つづ

く、季
き

節
せつ

ごとに
花
か

鳥
ちょう

や虫
むし

の声
こえ

などを愛
め

でる文
ぶん

化
か

の流
なが

れがありますが、厳
げん

密
みつ

な写
しゃ

生
せい

にもとづく図
ず

案
あん

化
か

で虫
むし

や鳥
とり

を描
えが

いた伊
い

藤
とう

若
じゃく

冲
ちゅう

な絵
え

柄
がら

からさまざまな声
こえ

が語
かた

りかけてくるようで見
み

飽
あ

き
ることがありません。
印
いん

籠
ろう

や巾
きん

着
ちゃく

（布
ぬの

袋
ぶくろ

）、煙
たばこ

草入
い

れなどを腰
こし

と帯
おび

の間
あいだ

に下
さ

げるための留
と

め具
ぐ

「根
ね

付
つけ

」もまた、小
ちい

さな装
そう

身
しん

具
ぐ

として
の需

じゅ

要
よう

が技
わざ

の深
しん

化
か

を助
たす

けました。木
き

や象
ぞう

牙
げ

などを使
つか

い、
機
き

智
ち

に富
と

むデザインと超
ちょう

絶
ぜつ

技
ぎ

巧
こう

でわずか数
すう

㎝の世
せ

界
かい

に森
しん

羅
ら

万
ばん

象
しょう

を凝
ぎょう

縮
しゅく

した根
ね

付
つけ

は、まさに江
え

戸
ど

の庶
しょ

民
みん

文
ぶん

化
か

のミニ
チュアそのもの、といった趣

おもむき

があります。

世
せ

界
かい

を魅
み

了
りょう

した日
に

本
ほん

の工
こう

芸
げい

品
ひん

たち

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には、鎖
さ

国
こく

政
せい

策
さく

がとられていたにもかかわら
ず、細

さい

密
みつ

な文
もん

様
よう

が描
えが

かれた陶
とう

磁
じ

器
き

や漆
しっ

工
こう

品
ひん

などが長
なが

崎
さき

の
出
で

島
じま

を通
つう

じて欧
おう

州
しゅう

へ盛
さか

んに輸
ゆ

出
しゅつ

されていました。やがて
時
じ

代
だい

が明
めい

治
じ

（1868～1912）へと移
うつ

り国
くに

が開
ひら

かれると、さ
らに多

おお

くの工
こう

芸
げい

品
ひん

が海
うみ

を渡
わた

り、政
せい

府
ふ

の外
がい

貨
か

獲
かく

得
とく

に貢
こう

献
けん

し
ます。日

に

本
ほん

が出
しゅっ

品
ぴん

を始
はじ

めた1867年
ねん

のパリ万
ばん

博
ぱく

から、ウィ

明治期の輸出の需要に応え、金
や色絵で精緻な絵付をほどこし
た壺　「色絵唐草文獅子鈕飾壺」
錦光山宗兵衛作　高46.4、径
23.2㎝（所蔵＝東京国立博物館 
Image: TNM Image Archives）

13羽の鶏が華麗に、細密に、
重なるように描かれた伊藤若冲
の傑作。若冲は18世紀に活躍
した画家で、動植物の絵を数多
く残した　「群鶏図」（動植綵絵）
絹本着色　142.6×79.7㎝　一幅
（所蔵＝宮内庁三の丸尚蔵館）

ミクロの世
せ

界
かい

を
描
えが

き切
き

る
超
ちょう

絶
ぜつ

技
ぎ

巧
こう
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（1716～1800）らの細
さい

密
みつ

画
が

は、昨
さっ

今
こん

とりわけ注
ちゅう

目
もく

を集
あつ

め
ています。
時
じ

代
だい

が変
か

わって武
ぶ

士
し

という地
ち

位
い

がなくなり、廃
はい

刀
とう

令
れい

に
よって職

しょく

を失
うしな

う危
き

機
き

にさらされた金
きん

工
こう

職
しょく

人
にん

たちを救
すく

った
のも、海

かい

外
がい

からの熱
あつ

いニーズでした。産
さん

業
ぎょう

振
しん

興
こう

を掲
かか

げた
明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

は工
こう

芸
げい

品
ひん

の輸
ゆ

出
しゅつ

を推
すい

進
しん

し、金
きん

工
こう

は再
ふたた

び活
かっ

況
きょう

を取
と

り戻
もど

しました。
金
きん

属
ぞく

を細
こま

かく組
く

み合
あ

わせることで本
ほん

物
もの

そっくりに動
うご

か
せる動

どう

物
ぶつ

や昆
こん

虫
ちゅう

の模
も

型
けい

「自
じ

在
ざい

置
おき

物
もの

」もまた、明
めい

治
じ

になっ
て海

かい

外
がい

に“発
はっ

見
けん

”され、優
ゆう

品
ひん

の多
おお

くが流
りゅう

出
しゅつ

したもののひと
つです。江

え

戸
ど

の武
ぶ

具
ぐ

職
しょく

人
にん

が始
はじ

めたといわれる驚
おどろ

くべき仕
し

事
ごと

は、最
さい

近
きん

になってようやく国
こく

内
ない

でもその真
しん

価
か

が見
み

直
なお

さ
れています。

現
げん

代
だい

日
に

本
ほん

で、小
ちい

さなところに力
ちから

を込
こ

める技
わざ

の伝
でん

統
とう

が、
産
さん

業
ぎょう

の要
かなめ

である製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

に受
う

け継
つ

がれているのは間
ま

違
ちが

いな
いでしょう。そして、根

ね

付
つけ

に似
に

たキーホルダーや携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

のストラップ、あるいはフィギュアなどを見
み

るにつけ、
細
こま

かなものや精
せい

巧
こう

な模
も

型
けい

を愛
あい

玩
がん

する心
しん

情
じょう

が、今
いま

なお変
か

わ
っていないのだと思

おも

えてなりません。

華
はな

と技
わざ

を競
きそ

った

黒川廣子（くろかわ・ひろこ）
東京芸術大学大学美術館准教授。専門は近代
日本工芸史。著書に『明治・大正図案集の研
究―近代にいかされた江戸のデザイン』など

輸
ゆ

出
しゅつ

工
こう

芸
げい

品
ひん

1. 足や爪、口を含め全身を節々まで動かせる
龍の自在置物。作者の明珍宗察は甲冑師だっ
た 「自在龍置物」 長136.5㎝（所蔵＝東京国
立博物館  Image: TNM Image Archives）
2. 金、銀、銅と異なる色の金属を組み合わせ
た皿。装剣金工の巧緻な技が、明治の工芸に
生かされた 「菊花・虫図皿」（表・裏）正阿
弥勝義作　5.9×27.7×25.9㎝（所蔵＝林原
美術館）

3. チョウとサクラをモチーフにした並河靖之
作の七宝皿。七宝は、1889年のパリ万博で
大人気を博した　「桜蝶図平皿」径24㎝
4. 細密な絵が描かれた小さな七宝の香水瓶　
「花蝶文香水瓶」並河靖之作　高8㎝（3.4.とも
に所蔵＝清水三年坂美術館、写真＝木村羊
一）
5. 羽や足が動かせる虫の自在置物 「十二種昆
虫」のうちトンボ  高瀬好山作 長7.5㎝（所
蔵＝三井記念美術館）
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ものづくり
「時

とき

」を刻
きざ

む

日
に

本
ほん

の腕
うで

時
ど

計
けい

の歩
あゆ

み

腕
うで

時
ど

計
けい

は、高
こう

度
ど

な技
ぎ

術
じゅつ

なくしては
つくり得

え

ない直
ちょっ

径
けい

数
すう

㎝の精
せい

緻
ち

な世
せ

界
かい

。
日
に

本
ほん

の製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

が長
なが

らく
得
とく

意
い

としてきた分
ぶん

野
や

だ。
高
たか

い性
せい

能
のう

と、随
ずい

所
しょ

にうかがえる
こまやかな心

こころ

配
くば

りが身
しん

上
じょう

の
日
に

本
ほん

製
せい

腕
うで

時
ど

計
けい

の歴
れき

史
し

を見
み

てみよう。

写真提供●セイコー、シチズン、カシオ、
セイコーミュージアム、日本時計協会、
PIXTA

上／セイコー「アストロン」の名を冠
したモデル。GPS衛星を利用した自動
時刻修正機能によって、エベレスト山
頂から南極に至るまで世界中どこでも
正確な時刻を知ることができる
右／薬などを携帯するための小箱（印
籠）に仕込まれた印籠時計。文字盤の
数字を移動させることで、季節で変わ
る昼夜の長さの違いに対応する。べっ
こうを用いたり蒔絵をあしらったり、
豪華な装飾がほどこされている

日
に

本
ほん

の時
と

計
けい

産
さん

業
ぎょう

の原
げん

点
てん

和
わ

時
ど

計
けい

の独
どく

創
そう

性
せい

日
に

本
ほん

の時
と

計
けい

産
さん

業
ぎょう

は、16世
せい

紀
き

中
なか

頃
ごろ

、ポルトガルの宣
せん

教
きょう

師
し

が持
も

ち込
こ

んだ１台
だい

の機
き

械
かい

時
ど

計
けい

から始
はじ

まった。その後
ご

まも
なく、江

え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の鎖
さ

国
こく

政
せい

策
さく

によって外
がい

国
こく

との往
おう

来
らい

がなく
なり、日

に

本
ほん

の時
と

計
けい

は独
どく

自
じ

の発
はっ

展
てん

を遂
と

げることになる。「和
わ

時
ど

計
けい

」だ。
和
わ

時
ど

計
けい

の最
さい

大
だい

の特
とく

徴
ちょう

は、不
ふ

定
てい

時
じ

法
ほう

に基
もと

づいていること
だ。今

こん

日
にち

、われわれが使
つか

っている定
てい

時
じ

法
ほう

が１日
にち

を均
きん

等
とう

に
24時

じ

間
かん

に区
く

切
ぎ

るのに対
たい

し、不
ふ

定
てい

時
じ

法
ほう

とは１日
にち

を昼
ひる

と夜
よる

に
分
わ

け、それぞれを等
とう

分
ぶん

して時
じ

間
かん

の単
たん

位
い

とする。西
せい

洋
よう

では
機
き

械
かい

時
ど

計
けい

の普
ふ

及
きゅう

とともに定
てい

時
じ

法
ほう

が浸
しん

透
とう

していったが、日
に

本
ほん

では、自
し

然
ぜん

のリズムを尊
そん

重
ちょう

する不
ふ

定
てい

時
じ

法
ほう

が暮
く

らしの軸
じく

であり続
つづ

けていたのだ。
昼
ちゅう

夜
や

の長
なが

さは季
き

節
せつ

によって異
こと

なるため、夏
なつ

と冬
ふゆ

では単
たん

全
すべ

ての人
ひと

に正
せい

確
かく

な時
とき

を届
とど

ける
クオーツ腕

うで

時
ど

計
けい

の登
とう

場
じょう

日
に

本
ほん

の時
と

計
けい

産
さん

業
ぎょう

が脚
きゃっ

光
こう

を浴
あ

びたのは1969年
ねん

。クオーツ
腕
うで

時
ど

計
けい

を世
せ

界
かい

で初
はじ

めて商
しょう

品
ひん

化
か

（12頁
ページ

）した時
とき

だった。
水
すい

晶
しょう

振
しん

動
どう

子
し

を利
り

用
よう

したクオーツ時
ど

計
けい

は、1927年
ねん

にアメ
リカで開

かい

発
はつ

されていたが、なかなか実
じつ

用
よう

化
か

に結
むす

びつかな

位
い

当
あ

たりの時
じ

間
かん

の長
なが

さも変
か

わる。この複
ふく

雑
ざつ

な時
じ

刻
こく

制
せい

度
ど

を
どう表

ひょう

現
げん

するか。時
と

計
けい

師
し

たちは試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

を繰
く

り返
かえ

し、昼
ひる

用
よう

・夜
よる

用
よう

２本
ほん

の天
てん

符
ぷ

（振
ふ

り子
こ

と同
おな

じ働
はたら

きをする部
ぶ

品
ひん

）が
１日

にち

２回
かい

自
じ

動
どう

的
てき

に切
き

り替
か

わる仕
し

組
く

みや、文
も

字
じ

盤
ばん

の数
すう

字
じ

の
間
かん

隔
かく

を変
か

えて時
じ

間
かん

の長
ちょう

短
たん

に対
たい

応
おう

する表
ひょう

示
じ

などを考
こう

案
あん

した。
鐘
しょう

楼
ろう

や火
ひ

の見
み

櫓
やぐら

に似
に

た形
かたち

の台
だい

に載
の

せた「櫓
やぐら

時
ど

計
けい

」、動
どう

力
りょく

となる重
おも

りが針
はり

の役
やく

割
わり

も兼
か

ねる「尺
しゃく

時
ど

計
けい

」、表
ひょう

面
めん

に工
こう

芸
げい

の粋
すい

をほどこした携
けい

行
こう

用
よう

の「印
いん

籠
ろう

時
ど

計
けい

」など意
い

匠
しょう

もさ
まざま。和

わ

時
ど

計
けい

は技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

にも装
そう

飾
しょく

的
てき

にも優
すぐ

れていた。開
かい

国
こく

後
ご

の1873年
ねん

に日
に

本
ほん

でも定
てい

時
じ

法
ほう

が導
どう

入
にゅう

されると、その役
やく

目
め

を終
お

えたが、時
と

計
けい

師
し

たちの匠
たくみ

の技
わざ

や創
そう

意
い

工
く

夫
ふう

の精
せい

神
しん

は、
現
げん

代
だい

の時
と

計
けい

産
さん

業
ぎょう

に継
けい

承
しょう

されていく。

左／櫓に似た台に時計部が載った「櫓時
計」。てっぺんには時を知らせる鐘がつ
いている
上／和時計内部は複雑な構造を持ってい
て、昼用・夜用2本の棒天符が1日2回、
自動で切り替わり、時を刻む

1964年の東京オリンピックの測
定では、ストップウオッチや大
型表示など36機種1278個もの
機材が使用された。写真はマラ
ソン競技

東京オリンピックで長距離競技
の親時計として使われた測定用
クオーツ時計（1963年、セイ
コー）。低電力・小型化によっ
て携帯が容易になり、世界各地
の競技大会で公式測定装置に採
用された

棒天符

棒天符
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機械式腕時計の組み立てライン
（1970年頃、セイコー）。日本
の時計産業は1950年代後半、
品質管理や量産体制が整えられ
た結果、60～70年代にかけての
生産数量が著しく伸びた

右／世界初のクオーツ腕時計
「クオーツアストロン」（1969年、
セイコー）。１日の誤差が0.2秒、
1カ月でも5秒という正確さは人
びとを驚かせた
左／アストロンの動力機構部

かった。最
さい

大
だい

の問
もん

題
だい

はサイズで、日
に

本
ほん

で初
はじ

めて商
しょう

品
ひん

化
か

さ
れたクオーツ時

ど

計
けい

は高
たか

さ２ｍとタンスほどの大
おお

きさだっ
た。続

つづ

いて開
かい

発
はつ

された船
せん

舶
ぱく

用
よう

クオーツ時
ど

計
けい

は45㎝角
かく

と小
ちい

さくはなったが、重
おも

さは30㎏。携
けい

帯
たい

は不
ふ

可
か

能
のう

だった。と
ころが、東

とう

京
きょう

オリンピックを翌
よく

年
ねん

に控
ひか

えた1963年
ねん

、スポ
ーツ競

きょう

技
ぎ

の測
そく

定
てい

用
よう

として、縦
たて

20㎝×横
よこ

16㎝のクオーツ時
ど

計
けい

がリリースされる（11頁
ページ

）。重
おも

さもわずか３㎏。一
いっ

気
き

に小
こ

型
がた

軽
けい

量
りょう

化
か

が進
すす

んだのだ。それをさらに進
しん

化
か

させたの
が、クオーツ腕

うで

時
ど

計
けい

である。
タンスサイズから腕

うで

時
ど

計
けい

へ。技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

たちの努
ど

力
りょく

により、
着
ちゃく

用
よう

時
じ

の衝
しょう

撃
げき

にも耐
た

える安
あん

定
てい

性
せい

を実
じつ

現
げん

し、精
せい

度
ど

もさらに
高
たか

められた。
当
とう

初
しょ

、新
しん

型
がた

クオーツ腕
うで

時
ど

計
けい

は自
じ

家
か

用
よう

車
しゃ

が買
か

えるほどの
値
ね

段
だん

だったが、数
すう

年
ねん

も経
た

たないうちに量
りょう

産
さん

体
たい

制
せい

が整
ととの

い、
あっという間

ま

に大
たい

衆
しゅう

に普
ふ

及
きゅう

していった。精
せい

度
ど

の高
たか

さと大
たい

量
りょう

生
せい

産
さん

が両
りょう

立
りつ

したことで、世
せ

界
かい

の時
と

計
けい

産
さん

業
ぎょう

は大
おお

きく変
へん

貌
ぼう

を遂
と

げていく。クオーツ腕
うで

時
ど

計
けい

の出
しゅつ

現
げん

は、数
すう

百
ひゃく

年
ねん

に及
およ

ぶ
時
と

計
けい

づくりの歴
れき

史
し

において画
かっ

期
き

的
てき

な出
で

来
き

事
ごと

だった。

耐衝撃性を徹底して追求した初
代G-SHOCK（1983年、カシ
オ）。10mの高さから落下して
も壊れないなど、それまでの時
計の常識を覆し、人気を呼んだ

世界初の多局受信型電波修正腕
時計（1993年、シチズン）。日
本、イギリス、ドイツの標準電
波を受信して正確な時刻を表示。
文字盤中央に配されているのが
アンテナ

世
せ

界
かい

中
じゅう

どこでも正
せい

確
かく

な時
とき

を
高
こう

機
き

能
のう

で高
こう

品
ひん

質
しつ

な時
と

計
けい

現
げん

在
ざい

も腕
うで

時
ど

計
けい

をめぐるテクノロジーは進
しん

化
か

し続
つづ

けてい
る。日

に

本
ほん

はその主
しゅ

要
よう

な担
にな

い手
て

のひとつだ。技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

たちは、
耐
たい

衝
しょう

撃
げき

性
せい

の向
こう

上
じょう

、高
こう

度
ど

や気
き

圧
あつ

などの計
けい

測
そく

機
き

能
のう

、スマート
フォンとの連

れん

携
けい

といった付
ふ

加
か

価
か

値
ち

の追
つい

求
きゅう

に余
よ

念
ねん

がない。
光
ひかり

エネルギーや人
ひと

の動
うご

きで発
はつ

電
でん

したり、電
でん

波
ぱ

を使
つか

って自
じ

動
どう

的
てき

に時
じ

刻
こく

を修
しゅう

正
せい

する高
こう

度
ど

な機
き

能
のう

も、高
こう

価
か

な上
じょう

位
い

モデル
だけのものではなくなってきている。最

さい

近
きん

ではGPS衛
えい

星
せい

を利
り

用
よう

した電
でん

波
ぱ

修
しゅう

正
せい

時
ど

計
けい

が他
た

国
こく

に先
さき

駆
が

けて発
はっ

表
ぴょう

され、世
せ

界
かい

中
じゅう

どこにいても正
せい

確
かく

な時
じ

刻
こく

を表
ひょう

示
じ

できるようになった。
ものにはつくり手

て

の意
い

識
しき

や心
こころ

持
も

ちが反
はん

映
えい

される。衛
えい

星
せい

を使
つか

ってまで常
つね

に正
せい

確
かく

な時
じ

間
かん

を知
し

ろうとする生
き

真
ま

面
じ

目
め

さ
は、時

じ

間
かん

に正
せい

確
かく

で几
き

帳
ちょう

面
めん

な日
に

本
ほん

人
じん

の国
こく

民
みん

性
せい

そのものとい
えるかもしれない。
最
さい

先
せん

端
たん

の機
き

能
のう

を搭
とう

載
さい

し、壊
こわ

れにくく信
しん

頼
らい

できる。品
ひん

質
しつ

は高
たか

いが、価
か

格
かく

が手
て

ごろで誰
だれ

もが身
み

に着
つ

けられる。緻
ち

密
みつ

で、堅
けん

実
じつ

で、少
しょう

々
しょう

堅
かた

苦
くる

しいほど規
き

則
そく

正
ただ

しい。それが日
に

本
ほん

の時
と

計
けい

の特
とく

長
ちょう

だ。機
き

会
かい

があれば、小
ちい

さな時
と

計
けい

に込
こ

められ
た日

に

本
ほん

の技
ぎ

術
じゅつ

と精
せい

神
しん

を、確
たし

かめてみてはいかがだろうか。

初代「アストロン」は時計業界に技術革新をもたらした。
正確な時を追い求める精神は、先端技術を駆使した現在
の腕時計に受け継がれている

シチズンの最新GPSモデル
「アテッサF900」。光エネルギ
ー発電も進化し、わずかな室内
光もエネルギーに変換できるよ
うになった。定期的な電池交換
が不要で、環境にも貢献している

カシオ製G-SHOCKの最新モデ
ル。標準電波とGPS衛星、ど
ちらにも対応する時刻修正機能
が特長。シリーズの中にはスマ
ートフォンとの双方向操作が可
能なタイプもある
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四
し

季
き

のうつろいや景
けい

観
かん

を鉢
はち

の中
なか

に再
さい

現
げん

する「盆
ぼん

栽
さい

」は、
自
し

然
ぜん

を凝
ぎょう

縮
しゅく

した芸
げい

術
じゅつ

として世
せ

界
かい

中
じゅう

で愛
あい

されている。
花
はな

や実
み

、木
き

の枝
えだ

ぶりを整
ととの

え、鉢
はち

との組
く

み合
あ

わせに心
こころ

を配
くば

り、
自
し

然
ぜん

以
い

上
じょう

の美
うつく

しさをつくりだす。
そんななか、魅

み

力
りょく

はそのままに、
身
み

近
ぢか

に置
お

けるように極
きょく

小
しょう

にまでミニチュア化
か

された盆
ぼん

栽
さい

や、
ポップカルチャーと融

ゆう

合
ごう

した盆
ぼん

栽
さい

が生
う

まれている。
手
て

のひらに乗
の

るほどの鉢
はち

を使
つか

った豆
まめ

盆
ぼん

栽
さい

や、
フィギュアを飾

かざ

りジオラマのような世
せ

界
かい

をつくりあげる盆
ぼん

栽
さい

、
はては人

じん

工
こう

の素
そ

材
ざい

で仕
し

立
た

てた枯
か

れない盆
ぼん

栽
さい

まで、
さまざまに広

ひろ

がる魅
み

力
りょく

を紹
しょう

介
かい

する。

小
ちい

さな鉢
はち

に自
し

然
ぜん

を再
さい

現
げん

した、
豆
まめ

盆
ぼん

栽
さい

やアート盆
ぼん

栽
さい

の世
せ

界
かい

盆
ぼん

栽
さい

の新
あたら

しい楽
たの

しみ

写真●栗林成城　協力●一木一草話

左／小さな盆栽といえども、形
をきれいに保つためには、枝や
幹の剪定が欠かせない
右／豆盆栽用の鉢は、手のひら
にいくつも乗るほど小さい。
樹や花に合わせ鉢の模様や形を
選ぶのも、楽しみのひとつ

左／黄色い実と葉のバランスが
絶妙なクサボケ
右／右から左へ視線が流れるよ
う、枝ぶりが整えられた姫ザク
ロ。可愛い赤い実がアクセント

極
きょく

小
しょう

の美
び

を生
う

み出
だ

す
豆
まめ

盆
ぼん

栽
さい

日々の暮らしに季節の彩りを添
えてくれる盆栽。10㎝に満たな
い豆盆栽は、より気軽にとりい
れることができる。湯のみ下よ
り時計まわりに、ニレケヤキ、
ヒメフウチソウ、サンザシ、真
柏（ミヤマビャクシン）、ヤマ
モミジ
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盆
ぼん

栽
さい

をテーマに
新
あたら

しい世
せ

界
かい

をつくりだす
1. テーマパークのような世界をつくりだすアート・ディレクター
相羽髙德氏は、リゾート地のツリーハウスをイメージした
「Bonsaiアート」を制作（写真：益永研司／Nacása&Partners   
©TOKYO GOOD IDEA Development Institute Co., Ltd）
2. 人物フィギュアを配し、ストーリーのある盆栽をつくるパラダ
イス山元氏の作品。盆栽をカエデが色づく秋の山に見立て、登山
を楽しむ光景を生み出した（写真：田中秀樹）

変
か

わり種
だね

の素
そ

材
ざい

でつくる
ポップな豆

まめ

盆
ぼん

栽
さい

3.4. 色とりどりのワイヤを使い、枝ぶりや幹の模様まで模した、
アメリカ人アーティストKen To氏の豆盆栽。植物にはないメタ
リックな輝きが魅力

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、雪
ゆき

に魅
み

せられた「雪
ゆき

のお殿
との

様
さま

」がいた。現
げん

在
ざい

の茨
いばら

城
き

県
けん

にあっ
た古

こ

河
が

藩
はん

の藩
はん

主
しゅ

・土
ど

井
い

利
とし

位
つら

（1789～1848）だ。利
とし

位
つら

は日
に

本
ほん

で初
はじ

めて雪
ゆき

の結
けっ

晶
しょう

を顕
けん

微
び

鏡
きょう

で観
かん

察
さつ

した人
じん

物
ぶつ

として知
し

られる。20年
ねん

にわたり研
けん

究
きゅう

を積
つ

み、雪
ゆき

の結
けっ

晶
しょう

を「雪
せっ

華
か

」と命
めい

名
めい

、1832年
ねん

にはその観
かん

察
さつ

結
けっ

果
か

を『雪
せっ

華
か

図
ず

説
せつ

』にまと
め出

しゅっ

版
ぱん

した。14カ条
じょう

の雪
ゆき

の効
こう

能
のう

と86種
しゅ

の雪
ゆき

の結
けっ

晶
しょう

図
ず

が掲
けい

載
さい

された本
ほん

書
しょ

は、
続
ぞく

編
へん

とともに、日
に

本
ほん

最
さい

初
しょ

の雪
ゆき

の自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

書
しょ

として高
たか

い評
ひょう

価
か

を得
え

ている。
一
いっ

方
ぽう

、利
とし

位
つら

の研
けん

究
きゅう

成
せい

果
か

から見
み

いだされた「雪
せっ

華
か

模
も

様
よう

」は、やがてその美
うつく

しさから江
え

戸
ど

庶
しょ

民
みん

のあいだで大
だい

流
りゅう

行
こう

し、結
けっ

晶
しょう

を花
はな

に見
み

立
た

てた優
ゆう

美
び

な模
も

様
よう

が
着
き

物
もの

や小
こ

物
もの

を飾
かざ

った。数
かず

々
かず

の浮
うき

世
よ

絵
え

の美
び

人
じん

画
が

には雪
せっ

華
か

模
も

様
よう

の着
き

物
もの

をまとっ
た女
じょ

性
せい

が描
えが

かれており、当
とう

時
じ

の流
りゅう

行
こう

の様
よう

子
す

を今
いま

に伝
つた

えている。まさに「顕
けん

微
び

鏡
きょう

から生
う

まれたファッション」というほかないこの現
げん

象
しょう

は、当
とう

時
じ

最
さい

新
しん

の
科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

に向
む

き合
あ

った日
に

本
ほん

の近
きん

代
だい

化
か

の結
けっ

晶
しょう

でもあった。雪
せっ

華
か

模
も

様
よう

は現
げん

代
だい

で
も江

え

戸
ど

の粋
いき

を伝
つた

える人
にん

気
き

のモチーフとして定
てい

着
ちゃく

しており、和
わ

小
こ

物
もの

にはもち
ろん、意

い

外
がい

なところではTシャツやスニーカーなどにも用
もち

いられていて面
おも

白
しろ

い。

顕
けん

微
び

鏡
きょう

から生
う

まれたファッション
雪
ゆき

の結
けっ

晶
しょう

模
も

様
よう

と江
え

戸
ど

の粋
いき

1. 雪華模様を現代のファッションに生かしたシャツ（協力
＝NEEDLES、UNEVEN GENERAL STORE）
2. 雪華模様の着物をまとった女性が描かれた浮世絵。「江
戸の松名木尽 押上妙見の松」渓斎英泉（所蔵＝古河歴史
博物館） 
3. 流行はうつわにも及んだ。19世紀の煎茶碗「雪結晶模様
煎茶碗」（武雄鍋島家資料／所蔵＝武雄市）
4. 江戸時代を代表する蒔絵師・原羊遊斎による「雪華文蒔
絵印籠」（所蔵＝古河歴史博物館）
5. 雪のお殿様・土井利位がまとめた『雪華図説』（所蔵＝
古河歴史博物館）
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プラモデルのリアリティを生
う

む
町
まち

工
こう

場
ば

の職
しょく

人
にん

技
わざ

東
とう

京
きょう

の下
した

町
まち

、江
え

戸
ど

川
がわ

区
く

にある秋
しゅう

東
とう

精
せい

工
こう

は、プラスチッ
クを射

しゃ

出
しゅつ

してプラモデルをつくる「金
かな

型
がた

」のメーカーと
して、1978年

ねん

に創
そう

業
ぎょう

した。プラモデルの金
かな

型
がた

は、多
おお

くの
パーツを１枚

まい

に組
く

み合
あ

わせて成
せい

型
けい

するため、それぞれの
パーツでわずかな歪

ゆが

みやサイズのズレが出
で

やすいが、接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

を使
つか

わずに組
く

み立
た

てる「はめ込
こ

み式
しき

」の金
かな

型
がた

づくり
は特

とく

に難
むずか

しい。そのはめ込
こ

み式
しき

プラモデル金
かな

型
がた

をはじめ、
繊
せん

細
さい

な金
かな

型
がた

を得
とく

意
い

とする秋
しゅう

東
とう

精
せい

工
こう

は、小
ちい

さな工
こう

場
ば

から
数
かず

々
かず

のヒット作
さく

品
ひん

の金
かな

型
がた

を製
せい

作
さく

し日
に

本
ほん

の模
も

型
けい

界
かい

を支
ささ

えて
きた、匠

たくみ

の集
しゅう

団
だん

だ。
創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

で会
かい

長
ちょう

の柴
しば

田
た

幹
みき

雄
お

さんは、国
こく

産
さん

初
はつ

のプラモデル
「原

げん

子
し

力
りょく

潜
せん

水
すい

艦
かん

ノーチラス号
ごう

」を手
て

がけた人
ひと

。
「当

とう

時
じ

はタガネという、ノミのような道
どう

具
ぐ

で金
きん

属
ぞく

を彫
ほ

っ
て金

かな

型
がた

をつくった。何
なん

度
ど

も失
しっ

敗
ぱい

したけど、工
く

夫
ふう

をするの
が楽

たの

しくてしょうがなかったね」と笑
わら

う。
現
げん

在
ざい

は、コンピュータで設
せっ

計
けい

後
ご

、３Ｄプリンタを使
つか

っ
て見

み

本
ほん

をつくり、機
き

械
かい

で金
きん

属
ぞく

塊
かい

を切
せっ

削
さく

加
か

工
こう

する。刃
は

物
もの

で
は微

び

細
さい

な角
かど

が削
けず

れず、わずかに曲
きょく

面
めん

が残
のこ

るため、さらに
電
でん

気
き

で溶
と

かして角
かど

を取
と

っていく。
そして最

さい

後
ご

の、100分
ぶん

の１㎜単
たん

位
い

の調
ちょう

整
せい

を行
おこな

うのは熟
じゅく

練
れん

した職
しょく

人
にん

たちの「手
て

」だ。接
せつ

合
ごう

部
ぶ

に塗
と

料
りょう

を塗
ぬ

って合
あ

わ
せ、表

ひょう

面
めん

のムラを確
かく

認
にん

し、手
て

で触
さわ

りながら、電
でん

気
き

式
しき

のや
すりで削

けず

る。経
けい

験
けん

と感
かん

覚
かく

に頼
たよ

る作
さ

業
ぎょう

で、一
いち

人
にん

前
まえ

になるに
は最

さい

低
てい

でも５年
ねん

はかかる。
精
せい

度
ど

の高
たか

い金
かな

型
がた

からつくれば、かつてプラモデルの接
せつ

合
ごう

部
ぶ

に多
おお

く見
み

られた「バリ」と呼
よ

ばれる残
ざん

材
ざい

部
ぶ

分
ぶん

が出
で

る
ことはない。何

なに

より、全
ぜん

員
いん

が “あってはいけない〞 と思
おも

玩
がん

具
ぐ

を超
こ

えた

アニメキャラクターや乗
の

り物
もの

や動
どう

物
ぶつ

、
美
び

術
じゅつ

品
ひん

までを網
もう

羅
ら

する日
に

本
ほん

の模
も

型
けい

は、
多
た

様
よう

さと高
たか

い品
ひん

質
しつ

に定
てい

評
ひょう

がある。
精
せい

巧
こう

な模
も

型
けい

づくりの秘
ひ

密
みつ

を探
さが

して、
ふたつの製

せい

作
さく

現
げん

場
ば

を訪
たず

ねた。
写真●名取和久

玩
がん

具
ぐ

ってやれば、バリのない製
せい

品
ひん

がつくれるのだという。高
たか

い目
もく

標
ひょう

を具
ぐ

体
たい

化
か

し皆
みな

で共
きょう

有
ゆう

することが、物
もの

づくりには欠
か

かせないようだ。

カプセルに込
こ

めた小
ちい

さな命
いのち

の世
せ

界
かい

日
に

本
ほん

では、スーパーマーケットやゲームセンターの自
じ

動
どう

販
はん

売
ばい

機
き

で手
て

軽
がる

に買
か

える「カプセルトイ」に入
はい

った小
ちい

さ
なフィギュアが、長

なが

らく不
ふ

動
どう

の人
にん

気
き

を保
たも

っている。1960
年
ねん

代
だい

に米
べい

国
こく

からガムボールマシンとして輸
ゆ

入
にゅう

された当
とう

初
しょ

、
入
はい

っていたのは10円
えん

ほどの安
あん

価
か

なおもちゃだったが、70
年
ねん

代
だい

以
い

降
こう

はアニメキャラクターの消
け

しゴム、フィギュア
へと中

なか

身
み

が変
へん

化
か

していき、現
げん

在
ざい

は300円
えん

前
ぜん

後
ご

の商
しょう

品
ひん

が主
しゅ

流
りゅう

となっている。
「日

に

本
ほん

のカエル」「南
なん

極
きょく

」など、自
し

然
ぜん

生
せい

物
ぶつ

を専
せん

門
もん

としたカ
プセルトイ向

む

けフィギュアを手
て

がけるメーカー・いきも
んから生

う

み出
だ

されるフィギュアは、１シリーズ６～８種
しゅ

類
るい

。物
もの

によっては分
ぶん

解
かい

したり、折
お

り曲
ま

げたりして直
ちょっ

径
けい

40
～75㎜のカプセルに収

おさ

める。
生
せい

物
ぶつ

のフィギュアは、生
い

きている感
かん

じを出
だ

すのが難
むずか

し
く、ちょっとした首

くび

の角
かく

度
ど

や眼
め

の描
か

き方
かた

にも妥
だ

協
きょう

しない
という。彩

さい

色
しょく

も重
じゅう

要
よう

だ。企
き

画
かく

から商
しょう

品
ひん

完
かん

成
せい

までの期
き

間
かん

は、
通
つう

常
じょう

なら半
はん

年
とし

から７、８カ月
げつ

、長
なが

ければ２年
ねん

近
ちか

くかかる
ものもある。
フィギュアの元

もと

となる型
かた

をつくるのが、原
げん

型
けい

師
し

。樹
じゅ

脂
し

を電
でん

気
き

グラインダーで削
けず

り形
かたち

づくっていくが、細
さい

部
ぶ

を再
さい

現
げん

するため木
き

や真
しん

鍮
ちゅう

の糸
いと

でできた手
て

製
せい

の道
どう

具
ぐ

も駆
く

使
し

する。
「原

げん

型
けい

づくりには、正
せい

解
かい

も模
も

範
はん

もない。だから皆
みな

、それ
ぞれに方

ほう

法
ほう

が違
ちが

うし、道
どう

具
ぐ

も工
く

夫
ふう

するんです」と話
はな

すの
は、15年

ねん

のキャリアを持
も

つ寺
てら

澤
さわ

光
こう

さん。
早
はや

ければ１シリーズの６個
こ

ほどを１カ月
げつ

で仕
し

上
あ

げるが、
悩
なや

むと１年
ねん

以
い

上
じょう

かかってしまうこともある。
「うまくいっていないときは、ひと目

め

見
み

ただけで違
い

和
わ

感
かん

がある。最
さい

初
しょ

はなぜそう感
かん

じるかが分
わ

からない。腕
うで

のラ
インかな、ポーズかな、とあたりをつけて細

さい

部
ぶ

をやり直
なお

していくと、どんどん時
じ

間
かん

が経
た

ってしまうんです」
手
て

軽
がる

に安
やす

く買
か

えるフィギュアにも、高
たか

い完
かん

成
せい

度
ど

が求
もと

め
られ、その要

よう

求
きゅう

に応
こた

えるつくり手
て

がいる。彼
かれ

らの切
せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

があればこそ、日
に

本
ほん

の模
も

型
けい

文
ぶん

化
か

が成
な

り立
た

っているのだ
といえるだろう。

印
いん

象
しょう

や手
て

触
ざわ

りといった極
きわ

めて人
にん

間
げん

的
てき

な感
かん

覚
かく

が品
ひん

質
しつ

を支
ささ

えている日
に

本
ほん

の模
も

型
けい

には、どこか温
あたた

かみすら感
かん

じられる。
そんな血

ち

の通
かよ

った玩
がん

具
ぐ

だからこそ、老
ろう

若
にゃく

男
なん

女
にょ

を問
と

わず、
あらゆる人

ひと

を夢
む

中
ちゅう

にさせてしまうのかもしれない。

1. 手で触りながら金型を最
終確認
2. 船のプラモデルと金型
3. 自ら手がけた国産初のプ
ラモデル「ノーチラス号」
を持つ柴田幹雄さん
4. 塗料を塗って表面のム
ラを確かめながら、やすり
で金型を削っていく

1. フィギュアの原型を仕上げる原型師の寺澤光さん
2. 自社製品を持つ「いきもん」代表の佐藤純也さん
3. 手製の道具が活躍
4. 原型から完成までには、いくつもの段階がある
5. 「南極」シリーズのひとつ、ヒョウアザラシ



20 niponica 21

アニメ「機動戦士ガンダム」シリーズに登場するモビ
ルスーツなどのプラモデルは、1980年の発売から累計
約4億4千500万個を売り上げたほどの人気を誇る。 
HGUC 1/144スケール RX-78-2ガンダム（バンダイ）

2015年に廃止された寝台旅客列車の車内が克明に再現
された1/12スケール模型。　内装模型24系25形トワイ
ライトエクスプレスB寝台（トミーテック）
ⒸTOMYTEC／JR西日本商品化許諾済

Ⓒ創通・サンライズ

単3乾電池とモーターを動力に、四輪駆動で走行する
プラモデル。改造パーツを装着し専用コースを使った
レースが楽しめる。　ミニ四駆スターターパック ARス
ピードタイプ（エアロアバンテ）（タミヤ）

食品サンプルが生まれた国では、料理模型も小さく進
化中。注文タッチパネル（左上）など新システムまで備
えた回転寿司のミニチュア。ぷち回転寿司（リーメント）

ⒸTAMIYA

Ⓒ2015 RE-MENT

特撮テレビドラマで人気の、色分けされたマスクとス
ーツで武装した戦隊ヒーローたち。　ニンニンアクシ
ョンシリーズ01-03（バンダイ）
Ⓒ2015 テレビ朝日・東映AG・東映

教材などに使われる人体模型をフィギュア化。心臓で
は左右心室、交感神経の分布状態までをリアルに再現。
心臓と頭部の構造模型（ネイチャーテクニカラー）
Ⓒいきもん

日
に

本
ほん

の模
も

型
けい

、
大
だい

集
しゅう

合
ごう

！
プラモデル、フィギュア、ジオラマ、
鉄
てつ

道
どう

模
も

型
けい

……。
アイデアと技

ぎ

術
じゅつ

の粋
すい

が詰
つ

まった、
広
ひろ

くて小
ちい

さな世
せ

界
かい

を楽
たの

しもう。

コップのフチにひっかけて遊ぶカプセルトイ。さまざ
まなポーズの種類を集める楽しみもある。　コップのフ
チ子（KITAN CLUB）

木や池、岩石のある情景にセットされたトリケラトプ
スには、歩く姿と走る姿が選べる２種類の前足が用意
されている。　1/35恐竜世界シリーズ トリケラトプス
情景セット（タミヤ） Ⓒタナカカツキ/KITAN CLUB

ⒸTAMIYA

城の愛好家には手ずから再現したいと思う人が多く、
さまざまな模型がつくられてきた。プラモデルもその
ひとつ。　1/700スケール 大阪城（FUJIMI）

マンガやアニメの劇中効果音を表現し、今までにない
飾り方が楽しめるフィギュア。　フィギュアーツZERO 
モンキー・D・ルフィ ―5th Anniversary Edition―
（バンダイ）

開業に先駆け、模型で登場したリニアモーターカー。   
車体を磁力で浮かせた状態で磁石の反発力を使って進
む、世界初のレールトイ。　リニアライナー 超電導リ
ニアL０系スペシャルセット（タカラトミー）

フィギュアはついに伝統彫刻にまで世界を拡げた。関
節を動かしてポーズを変えることで、躍動感にあふれ
た仏像が楽しめる。　十一面観音（海洋堂）

2014年に生誕60周年を迎えた
怪獣「ゴジラ」の迫力満点のフ
ィギュア。可動性に富み、劇中
での動きを生き生きと再現でき
る。　S.H.MonsterArtsゴジラ 
全高約155㎜（バンダイ）

ヴァーチャル・シンガー「初音ミク」のイベントのメ
インビジュアルを立体化。ライブ感あふれるイラスト
を細部までこだわり抜いて再現。　初音ミク「マジカ
ルミライ 2015」 Ver.（マックスファクトリー）

ⒸTOMY／JR東海承認済

ⒸFUJIMI MOKEI Co., LTD.

Ⓒ海洋堂

Ⓒ尾田栄一郎／集英社・フジテレビ・東映アニメーション

ⒸTOHO PICTURES,INC. TM＆ 
Ⓒ1995,2014 TOHO CO.,LTD.

Ⓒ穂嶋 / Crypton Future Media, INC. www.piapro.net / TOKYO MX
Illustration by 穂嶋 / Costume design by しきみ
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  召し上がれ、
日本 キャラ弁

べん

描
えが

いて伝
つた

える楽
たの

しい昼
ひる

ご飯
はん

協力●宮澤真理、鈴木美穂

食
しょく

材
ざい

を使
つか

って動
どう

物
ぶつ

や人
にん

形
ぎょう

、アニメ
やマンガのキャラクターを描

えが

く絵
え

の
ような弁

べん

当
とう

、「キャラ弁
べん

」（キャラク
ター弁

べん

当
とう

の略
りゃく

）。家
か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じん

のため
の弁

べん

当
とう

をより楽
たの

しくしようと趣
しゅ

向
こう

を
凝
こ

らしてつくりあげ、日
ひ

々
び

の「作
さく

品
ひん

」
としてブログなどに掲

けい

載
さい

する人
ひと

も少
すく

なくない。
使
つか

う食
しょく

材
ざい

はごく一
いっ

般
ぱん

的
てき

なものばか
りだ。ご飯

はん

を動
どう

物
ぶつ

やキャラクターの
輪
りん

郭
かく

を模
も

して固
かた

め、黒
くろ

ゴマや海
かい

藻
そう

の
ノリで眼

め

や口
くち

を描
か

く。卵
たまご

で黄
き

色
いろ

、ニ
ンジンでオレンジ、キュウリで緑

みどり

と、
表
ひょう

現
げん

したい色
いろ

に合
あ

わせて食
しょく

材
ざい

を選
えら

ぶ。
薄
うす

いハムやチーズは文
も

字
じ

や模
も

様
よう

を切
き

り抜
ぬ

くのにうってつけだ。ご飯
はん

を固
かた

める型
かた

やノリの抜
ぬ

き型
がた

などの道
どう

具
ぐ

も
また、「絵

え

」の完
かん

成
せい

度
ど

を上
あ

げるのに一
ひと

役
やく

買
か

っている。
弁
べん

当
とう

に絵
え

を描
か

くことは、何
なに

も突
とつ

然
ぜん

に始
はじ

まったわけではない。ウィンナ
ーやリンゴをタコやウサギに見

み

立
た

て
て切

き

り、弁
べん

当
とう

のおかずに添
そ

えること
は40年

ねん

以
い

上
じょう

前
まえ

から行
おこな

われていたし、
千
ち

葉
ば

県
けん

には、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

（1603～1867）
からつくられているという巻

ま

きずし
で絵

え

を描
か

く郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

「太
ふと

巻
ま

き祭
まつ

り寿
ず

司
し

」がある。日
に

本
ほん

の家
か

庭
てい

料
りょう

理
り

には、昔
むかし

からその伝
でん

統
とう

が息
いき

づいていたようだ。
キャラ弁

べん

の本
ほん

を多
た

数
すう

出
しゅっ

版
ぱん

し、サイ
トも運

うん

営
えい

している宮
みや

澤
ざわ

真
ま

理
り

さんの場
ば

合
あい

は、2002年
ねん

から家
か

族
ぞく

のためにつく
り始

はじ

めた弁
べん

当
とう

が、キャラ弁
べん

制
せい

作
さく

のき
っかけだった。

「普
ふ

通
つう

の弁
べん

当
とう

づくりに飽
あ

きた頃
ころ

、ふ
とニンジンを花

はな

形
がた

に抜
ぬ

いてみたら、
意
い

外
がい

に楽
たの

しかった。それからは工
く

夫
ふう

するのが面
おも

白
しろ

くなって。これならず
っと続

つづ

けられると思
おも

いました」
キャラ弁

べん

からは、つくり手
て

の相
あい

手
て

に対
たい

する愛
あい

情
じょう

やエールが容
よう

易
い

に伝
つた

わ
ってくる。つくる方

ほう

も食
た

べる方
ほう

も楽
たの

しめるコミュニケーションツール、
というのが宮

みや

澤
ざわ

さんの持
じ

論
ろん

だ。

見
み

た目
め

が美
うつく

しければ、味
あじ

もおいし
い。だから盛

も

りつけや器
うつわ

にも心
こころ

を砕
くだ

く。キャラ弁
べん

も、そんな和
わ

食
しょく

の哲
てつ

学
がく

の延
えん

長
ちょう

線
せん

上
じょう

にある、新
あたら

しい料
りょう

理
り

のひ
とつといえるのかもしれない。
弁
べん

当
とう

のふたを開
あ

ければ、子
こ

どもは
歓
かん

声
せい

をあげ、大
おとな

人は微
ほほ

笑
え

む。キャラ
弁
べん

は、日
ひ

々
び

の暮
く

らしを楽
たの

しむための、
小
ちい

さな工
く

夫
ふう

の結
けっ

晶
しょう

なのだ。

Aflo

ハム、ノリ、薄焼き卵で大人気
のマンガヒーロー「ナルト」を
見事に再現。黒目を大きめにす
るなど、キャラクターに似せる
ための工夫を凝らす

身近な食材で動物を描いたキャ
ラ弁。ウサギはご飯、ヒヨコは
ウズラ卵、顔の表情は黒ゴマや
ノリで表現。黒いノリは時間が
経つと湿ってよれてしまうため、
薄いチーズにのせて固定する

©岸本斉史 スコット／集英社・テレビ東京・
ぴえろ

具材で切り口に花や模様を描く
千葉県の郷土料理「太巻き祭り
寿司」。野菜や卵を使い、ご飯
の盛り方を調整したり細い巻き
ずしを組み合わせて巻いたりし
て柄を出す。ここでも絵の線を
描く画材として、ノリを多用す
る（写真＝明角和人）

パンの上でキャンプをする子ブ
タたちはウズラ卵とハム製。テ
ントは卵焼き、木々はブロッコ
リー、焚き火はニンジンとゴボ
ウを炒めたキンピラゴボウでで
きている。お弁当のおかずにな
じみ深いものを使うことで違和
感なく、おいしく食べられる
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伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

と伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

に彩
いろど

られた街歩き

にっぽん

写真●宮村政徳、アフロ、株式会社赤福
地図制作●尾黒ケンジ

伊勢志摩地方は、青く美しい海と大小の島々がもたらす景観と、
悠久の歴史に育まれた伝統文化を有する

東京
日 本 海

太 平 洋

大阪

伊勢志摩 三
み

重
え

県
けん

東
とう

部
ぶ

、太
たい

平
へい

洋
よう

に面
めん

した伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

地
ち

方
ほう

は、日
に

本
ほん

で
も有

ゆう

数
すう

の観
かん

光
こう

地
ち

だ。岬
みさき

と入
い

り江
え

が入
い

り組
く

んだ海
かい

岸
がん

線
せん

や、
2016年

ねん

のサミット開
かい

催
さい

地
ち

に選
えら

ばれた賢
かしこ

島
じま

を含
ふく

む大
だい

小
しょう

の
島
しま

々
じま

が織
お

りなす景
けい

勝
しょう

が美
うつく

しいこの地
ち

は、日
に

本
ほん

の神
かみ

々
がみ

の中
なか

で最
もっと

も崇
すう

敬
けい

される天
あま

照
てらす

大
おお

御
み

神
かみ

を祀
まつ

る伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

のおひざ元
もと

でもある。
伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

は、太
たい

陽
よう

にたとえられる神
かみ

・天
あま

照
てらす

大
おお

御
み

神
かみ

を祀
まつ

る内
ない

宮
くう

と、衣
い

食
しょく

住
じゅう

を司
つかさど

り産
さん

業
ぎょう

の守
しゅ

護
ご

神
しん

である豊
とよ

受
うけ

大
おお

御
み

神
かみ

を祀
まつ

る外
げ

宮
くう

から成
な

る。古
こ

来
らい

、信
しん

仰
こう

を集
あつ

め、一
いっ

生
しょう

に一
いち

度
ど

は
訪
おとず

れたい庶
しょ

民
みん

の憧
あこが

れの地
ち

とされ、今
いま

もその人
にん

気
き

は衰
おとろ

えて
いない。
参
さん

拝
ぱい

は、まず外
げ

宮
くう

から行
おこな

い、その後
ご

、６㎞ほど離
はな

れた
内
ない

宮
くう

へと向
む

かうのが古
ふる

くからの習
なら

わしだ。内
ない

宮
くう

の玄
げん

関
かん

口
ぐち

にある宇
う

治
じ

橋
ばし

は、日
にち

常
じょう

の世
せ

界
かい

から神
しん

聖
せい

な世
せ

界
かい

へと導
みちび

くか
け橋

はし

といわれる。境
けい

内
だい

には樹
じゅ

齢
れい

500～1000年
ねん

と推
すい

定
てい

され
る木

き

々
ぎ

が多
た

数
すう

あり、清
せい

涼
りょう

ながら厳
おごそ

かな雰
ふん

囲
い

気
き

が漂
ただよ

う。
伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

では、20年
ねん

に一
いち

度
ど

、正
しょう

宮
ぐう

をふくむ建
たて

物
もの

、神
かみ

様
さま

に奉
たてまつ

る御
おん

装
しょう

束
ぞく

神
しん

宝
ぽう

などすべてを新
あたら

しく造
つく

り替
か

え、神
かみ

様
さま

に
新
あたら

しい社
しゃ

殿
でん

にお遷
うつ

りいただく「式
しき

年
ねん

遷
せん

宮
ぐう

」と呼
よ

ばれる儀
ぎ

式
しき

があり、1300年
ねん

続
つづ

いている。20年
ねん

に一
いち

度
ど

行
おこな

うのは、優
すぐ

れた職
しょく

人
にん

技
ぎ

術
じゅつ

を伝
でん

承
しょう

していくためでもあるといわれている。

左／伊勢神宮内宮の宇治橋前から
のぞむ日の出（写真=伊勢志摩コ
ンベンションセンター）
右／境内にはクスノキをはじめ、
スギの大木やケヤキなどの天然樹
林が広がり、清涼な空気が流れる

上／宇治橋を出て五十鈴川沿いに
800mほど続くおはらい町や、そ
の中央にあるおかげ横丁には昔な
がらの町並みが広がり、多くの観
光客が訪れる
下／伝統工芸である、色とりどり
の糸を組み上げる組紐の技術によ
りつくられた美しいストラップ
（くみひも平井）
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内
ない

宮
くう

のそばには、古
ふる

くから門
もん

前
ぜん

町
まち

として栄
さか

えるおはら
い町

まち

があり、みやげ物
もの

屋
や

や飲
いん

食
しょく

店
てん

が立
た

ち並
なら

ぶ。一
いち

番
ばん

人
にん

気
き

は、1707年
ねん

創
そう

業
ぎょう

の老
しにせ

舗和
わ

菓
が

子
し

屋
や

のあんこ餅
もち

だ。また、
1993年

ねん

の式
しき

年
ねん

遷
せん

宮
ぐう

の折
おり

には、伊
い

勢
せ

の歴
れき

史
し

や風
ふう

習
しゅう

を継
けい

承
しょう

す
るために、おはらい町

まち

の中
なか

に古
ふる

い町
まち

並
な

みを再
さい

現
げん

したおか
げ横

よこ

丁
ちょう

がつくられ、今
いま

では終
しゅう

日
じつ

多
おお

くの人
ひと

でにぎわっている。
おみやげには、お伊

い

勢
せ

参
まい

りの伝
でん

統
とう

から生
う

まれたものが
豊
ほう

富
ふ

に揃
そろ

う。みやげ物
もの

として古
ふる

くからつくられてきた伊
い

勢
せ

玩
がん

具
ぐ

、小
こ

物
もの

を紐
ひも

でつるす際
さい

に留
と

め具
ぐ

として使
つか

う伊
い

勢
せ

根
ね

付
つけ

、柄
がら

や文
もん

様
よう

を染
せん

色
しょく

する伊
い

勢
せ

型
かた

紙
がみ

を使
つか

った工
こう

芸
げい

品
ひん

は、そ
の代

だい

表
ひょう

例
れい

だ。なかでも、神
じん

宮
ぐう

ゆかりの動
どう

物
ぶつ

や縁
えん

起
ぎ

物
もの

をか

宮大工が始めたといわれる伊勢一
刀彫は、木材の木目を生かしなが
ら一気に彫り上げる
右／伊勢一刀彫の職人である岸川
行輝さんはこの道36年。複数の彫
刻刀を駆使し、20分ほどで高さ3
㎝の一対の恵比寿大黒像（写真
上）を完成

伊勢の伝統工芸品は、おかげ横丁
にある神路屋などで気軽に購入で
きる
左／鮮やかな色彩が特徴の伊勢玩
具。みやげ物として、古くからつ
くられてきた
中／伊勢型紙を使って模様を染め
抜いた手ぬぐい
右／筍や宝槌などをかたどった根
付は、日本が誇る細密工芸のひと
つ。伊勢では「木の宝石」とも呼
ばれる、木質の堅いツゲを用いる

たどった伊
い

勢
せ

一
いっ

刀
とう

彫
ぼり

は、神
じん

宮
ぐう

の造
ぞう

営
えい

に奉
ほう

仕
し

する宮
みや

大
だい

工
く

が
神
じん

宮
ぐう

の端
は

材
ざい

を使
つか

ったのが始
はじ

まりといわれ、直
ちょく

線
せん

的
てき

で荒
あら

削
けず

りな作
さく

風
ふう

による素
そ

朴
ぼく

な温
あたた

かみは、見
み

る人
ひと

を和
なご

ませる。
さらに、伊

い

勢
せ

志
し

摩
ま

の豊
ほう

富
ふ

な海
うみ

の幸
さち

で、ぜひとも味
あじ

わい
たいのは、特

とく

産
さん

の伊
い

勢
せ

エビだ。美
うつく

しい真
しん

紅
く

、長
なが

いヒゲが
長
ちょう

寿
じゅ

を表
あらわ

すとしておめでたい席
せき

に欠
か

かせない伊
い

勢
せ

エビは、
刺
さ

し身
み

や姿
すがた

焼
や

きなど、さまざまな料
りょう

理
り

が楽
たの

しめる。また
この地

ち

は和
わ

牛
ぎゅう

の特
とく

産
さん

地
ち

でもある。牛
ぎゅう

肉
にく

を野
や

菜
さい

と焼
や

く網
あみ

焼
や

きは、肉
にく

の柔
やわ

らかさと甘
あま

みを堪
たん

能
のう

できる。
豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

に育
はぐく

まれ、美
うつく

しい伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

が受
う

け継
つ

がれる
地
ち

・伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

に、あなたも魅
み

了
りょう

されるだろう。

1.2. 五十鈴川のせせらぎをかたどった餡を餅にのせ
た赤福餅は、伊勢みやげの定番だ。店内でお茶とと
もに味わえる　3. 和牛肉を醬油ベースのタレにから
めて炭火で焼き上げる「豚捨（ぶたすて）」の網焼
き　4. 「倭庵（やまとあん）黒石」では、甘みのあ
る伊勢エビの造り、アワビ、フグなど伊勢志摩の海
の幸を堪能できる　5. 砂糖とショウガの搾り汁を煮
詰め固めた生姜糖。六角形は、神宮のお札の形を模
しているという

●交通案内
東京駅からJR東海道新幹線で名古屋駅へ。JR線か近鉄線
で伊勢市駅／宇治山田駅まで約90分。

伊勢志摩エリア地図

●問い合わせ
伊勢神宮　
http://www.isejingu.or.jp/english/ （日・英・中・韓）
伊勢伝統工芸保存協会
http://www.ise-dentoukougei.com/ （日本語のみ）
おかげ横丁
http://www.okageyokocho.co.jp/（日本語のみ）
❶倭庵黒石
http://kuroisi.com/ （日本語のみ）
❷豚捨
http://www.butasute.co.jp/restran/okage/index.html
（日本語のみ）
❸神路屋
http://www.okageyokocho.co.jp/tenpo.php?no=44
（日本語のみ）
❹赤福
http://www.akafuku.co.jp/global/english/ （日・英）
❺くみひも平井
http://www.dento.gr.jp/hirai/index2.html （日・英）

伊勢市駅

宇治山田駅
JR 参

宮線

伊勢神宮
外宮

Map A

五十鈴川駅

近鉄鳥羽線

伊勢自
動車道Map B

おかげ横丁

五
十
鈴
川

伊勢神宮
内宮宇治橋

おはらい町

五十鈴
公園

伊勢神宮
内宮

Map B

伊勢市駅

Map A
近鉄鳥羽線

近
鉄
志
摩
線

伊勢志摩スカイライン

賢島

鳥羽駅

三重県

太
平
洋

R32

R23

R32
R128

R167
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卓
たく

上
じょう

で箸
はし

をのせる小
ちい

さな道
どう

具
ぐ

「箸
はし

置
お

き」は、和
わ

食
しょく

の席
せき

には欠
か

かせないアイテムだ。箸
はし

を清
せい

潔
けつ

に保
たも

つだ
けでなく、もてなしの心

こころ

を表
あらわ

したり、自
し

然
ぜん

の風
ふう

物
ぶつ

を
かたどったもので季

き

節
せつ

感
かん

を演
えん

出
しゅつ

したりする重
じゅう

要
よう

な脇
わき

役
やく

として、存
そん

在
ざい

感
かん

を発
はっ

揮
き

する。
その歴

れき

史
し

は、平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

（794～1192）の初
しょ

期
き

頃
ごろ

、神
かみ

に捧
ささ

げるお膳
ぜん

の中
ちゅう

央
おう

に耳
みみ

をかたどったような土
ど

器
き

を
置
お

き、その上
うえ

に箸
はし

をのせて用
もち

いたのが始
はじ

まりとされ
るほど古

ふる

い。使
つか

い方
かた

としては、箸
はし

の先
せん

端
たん

をのせるの

箸
はし

置
お

き
食
しょく

卓
たく

を彩
いろど

る

ではなく、先
さき

が３㎝ほど箸
はし

置
お

きから出
で

ている状
じょう

態
たい

が、
正
せい

解
かい

である。また、中
ちゅう

国
ごく

やベトナムでは箸
はし

を縦
たて

に置
お

くのが一
いっ

般
ぱん

的
てき

だが、日
に

本
ほん

では横
よこ

向
む

きにするのが正
せい

式
しき

なため、箸
はし

置
お

きは左
ひだり

側
がわ

に置
お

かれる。
近
きん

年
ねん

は、伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

の技
わざ

と意
い

匠
しょう

を生
い

かした品
しな

が豊
ほう

富
ふ

に揃
そろ

うので、おみやげとして選
えら

ぶ機
き

会
かい

も増
ふ

えている。
四
し

季
き

の風
ふう

物
ぶつ

を凝
ぎょう

縮
しゅく

した小
ちい

さなオブジェが、食
しょく

卓
たく

を明
あか

るく華
はな

やかに演
えん

出
しゅつ

してくれるだろう。

写真●栗林成城

発行／日本国外務省
〒100-8919 東京都千代田区霞が関2-2-1
http://www.mofa.go.jp/（外務省ホームページ）　http://web-japan.org/（日本紹介ウェブサイト）〈日本語版〉
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